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１．概要

２．様式2-2 実施計画書

３．その他（根拠資料）
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• 公募要領の対象事業の要件を確認の上、実施計画書
を作成してください。

• 本資料では、追加記入項目について説明します。
２設備状況・・・ＣＯ２削減効果

・・・水素製造に係る電力量
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１．概要



２．様式2-2 実施計画書-1

3再エネ水素 応募追加

水素ステーション保守点検支援事業

記入項目の追加
設備状況欄に、CO2削減効果・水素製造に係る電力量について、
記入欄を追加



２．様式2-2 実施計画書-2

4再エネ水素 応募追加

ＣＯ２削減効果
○ＦＣＶ等の年間走行距離等の目標及び実績を記入
（燃料電池フォークリフトの場合は、稼働時間等を記入）
２０１９年４月～９月までの６か月間の目標・実績（月別に記載）

○６ヶ月の実績及び過年度の実績等に基づき年間の推計値を記入
年間走行距離等の推計値

※ＣＯ２削減量（ＦＣＶ走行距離等）が目標値を達成していること。
（水素ステーション導入時の交付申請書に記載された目標（計画））

○必要に応じて別紙による詳細の記述を可とする。記入欄には、別紙の資料
番号を記入すること。
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ＣＯ２削減効果

２．様式2-2 実施計画書-３
①水素ステーション
導入時の交付申請書
に記載された目標値
を記入

②4月～9月の実績値
を記入

③4月～9月の実績値
をもとに年間の推計
値を記入

走行距離等の年間目標について
水素ステーション導入時の交付申請に添付された実施計画書（写し）を添付してください。



２．様式2-2 実施計画書-４

6再エネ水素 応募追加

水素製造に係る電力量
水素が製造される際に要する電力の全量相当分が再生可能エネルギーで賄わ
れていること。
（「水素が製造される際に要する電力」とは、プレクーラーなど付帯設備を含めた
水素ステーション全体の電力をいう。）
再生可能エネルギー発電電力量＞水素ステーション消費電力量

○再生可能エネルギー発電設備の仕様（容量）を記入（ｋｗｈ）
○再生可能エネルギー発電量及び水素ステーションの電力量を記載する。
２０１９年４月～９月までの６か月間の実績（月別に記載）

○６ヶ月の実績及び過年度の実績等に基づき年間の推計値を記入
年間発電電力量見込／年間消費電力量見込

○再エネ発電電力量及び水素ステーション消費電力量の計測方法を記入
（電力計にて実績が計測できるか。）



２．様式2-2 実施計画書-５

7再エネ水素 応募追加

水素製造に係る電力量

○再生可能エネルギー電力が不足する場合の対応策を記入すること。
①再エネ発電設備の増設
②余剰電力がある既設再エネ発電設備の発電量を補填
③グリーン電力・非化石証書等を使用し、超過見込分を購入

※対応策の確認・証明ができる資料等を添付すること。

○必要に応じて別紙による詳細の記述を可とする。記入欄には、別紙の資
料番号を記入すること。
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２．様式2-2 実施計画書-６
水素製造に係る電力量

②4月～9月の再エ
ネ発電電力量及び
水素ステーション
消費電力量の実績
値を記入

①再エネ電力設備
の種別・能力
（新設・既設）

③再エネ電力の年
間発電電力量見込

④水素ステーショ
ンの年間消費電力
量見込

⑥再エネ発電電力
量が不足する場合
は、その対応策を
記入

⑤計測方法を記入



・水素ステーション導入時の交付申請に添付された実施計画書(写し）

・ＦＣＶ走行管理簿（走行距離の確認できる物）

・発電電力量データ（日別・月別）

・水素ステーション水素製造量（日別・月別）

・水素ステーション消費電力量（日別・月別）

・発電電力量及び消費電力量の計測方法

・既設再エネ発電設備の余剰電力量を証明するもの（売電状況など）

・再エネ電気を購入する予定の確約書（誓約書など）
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３．添付１-2 その他（根拠資料）

ＦＣＶ走行距離及び発電電力量・消費電力量の根拠となる資
料を別紙にて添付してください。



以上
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